
令和 7年度 学校関係者評価委員会

令和 8年3月19日（木）

司会 牧野 なつき

１．はじめのあいさつ（司会）

２.自己紹介

３.学校関係者委員会の趣旨説明（園長）

４.学校取り組み説明（園長）

（１）幼稚園経営について

（２）学校評価

５.意見交換・懇談

４.お礼・おわりのあいさつ（園長）



評　価　項　目 達成度

成
果

〇発達段階に応じた姿を具体的に捉え、環境

構成や言葉かけに活かしている。

〇園の教育理念と幼児像を理解し、日々の保

育実践に反映している。

〇行事などでのねらいを意識し、本園らしい

子どもの育成ができるよう実践後の反省、改

善点の確認を意識している。

課
題

・実践の振り返りや共有の機会をさらに充実

させ、園の教育理念やねらいが日常の保育に

より具体的に表れるよう取り組んでいく。

成
果

〇総幼研の県外研修での学びを基に、「静と

動」を意識した保育を日常の実践に生かして

いる。

〇毎日、総幼研の日課活動を取り組み、絵

カードや数字などに触れ遊びを通して子ども

達と楽しんでいる。

課
題

・本園の特色である「動き・リズム・言語感覚」

の活動と、教育要領の子どもの育ちとの関連

について、今後さらに意識して整理し、職員間

で共有していく。

成
果

〇総幼研の日課活動を取り組み、絵カードや

数字などに触れ遊びを通して子ども達と楽し

んでいる。〇幼児の興味や活動に応じて柔軟

に対応できている。〇計画に沿って保育を実

施し、改善点を活用している。

課
題

・年間行事計画をもとに実践しているが、子ど

もの興味や発達を踏まえながら内容の見直し

を行い、より主体的な活動につながるよう改

善していく必要がある。

３.令和7年度の保育行事計画を設定し、年間、学期、月
別に活力に満ちた保育を実践し、子どもたちの健やか

な成長を育む。
（Ⅰ-3.4.5.6.　Ⅴ-1.2）

3.3

学校(自己)評価　　(令和7年度)

取　組　状　況（○成果　▲課題）

3.3
１.本園教育目標の達成に努力する。

（Ⅰ-１）

3.1

２.文部科学省幼稚園教育要領を踏まえ、本園の特色
（動き、リズム、言語感覚）を加味して豊かな人間性の

根っこを培うよう努力する。
（Ⅰ-２）

２．令和7年度主要目標

１.本園教育目標の達成に努力する。
２.文部科学省幼稚園教育要領を踏まえ、本園の特色（動き・リズム・言葉感覚）を加味し、豊かな
人間性の根っこを培うよう努力する。

３.令和7年度の保育行事計画を設定し、年間、学期、月別に活力に満ちた保育を実践し、子どもた
ちの健やかな成長を育む。

４.幼児の発達に寄り添い、専門・関係機関等と連携しながら指導に当たる。
５.園教育目標の実現に向けて職員間で相互理解に努め、調整・連携して職務に取り組む。
６.指導力の向上を目指して、内・外研修に参加し、幼児教育に対する専門性を高める。

１．本園の教育目標

①心身ともに逞しい子どもの育成

②おおらかで、明るい子どもの育成

③知性豊かで、賢い子どもの育成

〒９０１－０３０１

沖縄県糸満市字阿波根746番地

学校法人 津山学園

認定こども園 津山幼稚園

ＴＥＬ０９８-９９４-６７１４

３．評価項目の取組状況及び達成度

（達成度 ４：十分達成、３：ほぼ達成、２：やや達成していない、１：達成していない）



成
果

〇園児の様子を気にかけ、自ら声を掛けるこ

とを意識したことで、自然と園児を見守るスキ

ル の 向 上 に 繋 が っ た よ う に 感 じ る 。

〇ほめる事を第一に考えながら良いところ探

し、小さな事もよくほめて、子ども達が自信が

持てるような声かけを意識している。

課
題

・職員間での情報共有を継続し、幼児一人一

人の発達や育ちを丁寧に捉えながら、個々の

特性に応じた関わりや支援の充実を図ってい

く。

成
果

〇園での怪我や家庭状況、新入園児紹介、気

になる子については園長や主幹、その他職員

に直接相談や報告、またはBANDを通して全

職員共有している。

〇先生間で園児の様子を共有することができ

た。

〇日々の保育のなかで保育者同士の意見交

換や振り返りを行う事で反省点を活かして次

の保育に向けて大切にしている。

課
題

・幼稚園部、預かり部に分かれているため、連絡ア

プリを活用しながらこまめに連絡をとっているが、

一同に会して確認、研修等実施が難しい。

成
果

〇研修(zoom等)に参加し学びを得る事がで

きた。

〇インターネットや行政・関係機関の情報、他

園の取り組み等を参考にしながら情報収集を

行い、日々の保育や業務に活かすとともに、必

要に応じて職員間で共有しながら継続して学

ぶ姿勢を大切にした。

課
題

・情報収集を継続しながら、得た内容を職員

間で共有し、保育や業務の充実につなげてい

く。

４.自己評価の総合的な評価結果

3.3

3.7

本年度は、本園の教育目標や教育理念を踏まえ、幼児一人一人の発達段階に応じた環境構成や言葉かけ

を意識しながら保育実践に取り組むことができた。また、本園の特色である「動き・リズム・言語感

覚」の活動を日課の中に取り入れ、遊びや活動を通して子どもたちが主体的に関わる姿を大切にしなが

ら保育を進めることができた。さらに、職員間での情報共有や連携を図りながら、園児の様子や家庭状

況、気になる子どもについて相談・共有を行い、幼児一人一人の育ちに寄り添った関わりを心掛けてき

た。一方で、本園の特色ある活動と幼稚園教育要領との関連について、より整理し共通理解を深めるこ

とや、実践の振り返り・共有の機会をさらに充実させていくことが今後の課題として挙げられる。ま

た、幼稚園部と預かり部で勤務体制が分かれているため、職員が一同に会して研修や確認を行う機会を

確保することも必要である。今後は、研修等で得た学びや日々の実践を職員間で共有しながら、本園の

教育のねらいや特色がより明確に日常の保育に表れるよう取り組むとともに、子どもたちが主体的に活

動し、健やかに成長できる教育・保育の充実に努めていきたい。

６.指導力の向上を目指して、内・外研修に参加し、幼児
教育に対する専門性を高める。

（Ⅵ-1.2.3）

3.5

3.3

４.幼児の発達に寄り添い、専門・関係機関等と連携し
ながら指導に当たる。

（Ⅳ1.2.3.4.5　　Ⅱ-1.2.3.4）

５.園教育目標の実現に向けて職員間で相互理解に努
め、調整・連携して職務に取り組む。

（Ⅲ-1.2.3）



５.今年度の課題と具体的改善方法

６.財務状況・その他

公認会計士による外部監査、監事による内部監査を行い、理事会にて適正に管理・運用しているとの承認
を得ています。

園内研修や打ち合わせの中で実践事例を持ち寄
り、教育要領との関連を確認しながら共有する機
会を設ける。

日々の保育実践の振り返りや改善点の共有をさらに充
実させていく必要がある。

学年やクラスごとの振り返りの時間を確保し、行
事後や活動後に話し合いを行い、次の保育計画に
活かしていく。

課　　題 具体的な改善方法

本園の特色である「動き・リズム・言語感覚」の活動
と、幼稚園教育要領における子どもの育ちとの関連に
ついて整理し、共通理解を深める必要がある。

幼稚園部と預かり部に分かれていることから、職員全
体での情報共有や確認の機会が限られている。

連絡アプリ等を活用した情報共有を継続するとと
もに、可能な範囲で職員が集まる時間を設定し、
園全体での共通理解を図る。

研修等で得た学びを個人の学びにとどめず、園全体の
保育の質の向上につなげる必要がある。

研修報告の機会を設け、学びの共有や実践への活
用について職員間で確認していく。


